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2016 日うた in 愛媛「昴」の男らしい歌 
のイメージを男らしい圧倒的なパワー！ 
で響かせよう！！      １０月３０日 

□１０月３０日(日)１４：００～１６：４５昴定例レッスンが行われました。今日のレッスンは佃さ

んの体操と伊藤さんのヴォイストレーニングの後、本並先生の指揮で、「日本のうたごえ祭典 in 愛

媛」で歌う合唱発表曲「わしらの朝は海からはじまる」を、21 日(金)に歌い上げた段階を踏まえて、

フレーズ毎の発声、音程、リズム、ことばの表現の仕方、拍節感の合わせた捉え方等を繰り返し確

認し、個性的な「昴」の無伴奏合唱曲を作り上げていきました。休憩後、「白樺」を“軽く”歌い

ました。1 番・2 番・3 番の短い曲を同じリズムやテンポや音量でなく、いかに変化を付けて感動的

に表現するか、指揮者の具体的な指摘のもと復唱しました。 

最後に伊藤副指揮者から、「わしらの朝は海からはじまる」で、気になるパートで直すべき部分を、

Ｔ１の最後の「おーおーー」の声の出し方の調整、バスの 17 小節からの「くらいおもいそらに～」

の歌い方を、53 小節～の「ふかいうみのそこから～」の声の合わせ方を中心に練習しました。ピア

ノ伴奏は森二三さん。参加者は全３１名でした。 
 

□指揮者からのアドバイス 

本並先生：「合唱発表会Ｂ」の 3 つの最後のグループで歌う。昴は 2 番目に歌う。あとは上手な合

唱団が続く。アカペラで歌うのは昴だけだと思う。この「わしらの朝は海からはじまる」は男らし

い曲！余すところなく男らしいパワーで、圧倒的なパワーを出して歌おう！素晴らしいハーモニー

も良し！パワーで！本番に強い昴に期待します。力強く歌うための力を残しておこう！」 

伊藤副指揮者：「今一度 2 つの曲の歌詞を読んでみましょう。この歌詞で我々は何を歌うのか？「白

樺」の最初のピアノの音が鳴り出したらパット歌うイメージになっている、「わしらの朝は・・」

の最初のピアノの合わせ音が聞こえたら、「ヨーシいくぞ！」と頭が切り替わる。そういうイメー 

ジ作りをしてほしい。」 

 

昴 男声合唱団 

Subaru 
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鈴木捺香子先生の 
  楽しい発声講座 

大阪のうたごえ協議会プレゼンツ vol.1 

 1２月２３日(金・祝) 13:30～16:00 

会場：難波市民学習センター講堂 

    (OCAT ビル４ｆ) 

会費：1,500 円 

 先着申し込み 100 名まで 

  残数少なし！ 

希望者は至急立川さんまで 

 

 

 

 

 

 

 

 
奥村克美ギャラリー 
 瀬戸内海国立公園随一の景勝地「鷲羽山」オーシャン 

ビューより瀬戸大橋を臨む 

 

10 月 9 日に「2016 私鉄のうたごえ祭典」を茨木市福祉文化ホ

ールで多くのうたごえの仲間と共に盛況裡に開催できまし

た。 

その「日本の私鉄と私バスで働く仲間」の交流集会が鷲羽山

であり参加してきました。ホテルの部屋から瀬戸内の海を描

きました。 


